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審査要旨 
本論文は京狩野に関するはじめての総括的論考である。京狩野は幕末に江戸狩野を意識し使われは
じめた用語である。江戸狩野は徳川将軍家の御用絵師となり、京都を離れ、江戸に居を構えて世襲制
のもと画業を継承し、弟子を諸大名の御用絵師に送り込み、江戸期画壇における支配的存在であった
狩野家である。しかし秀吉の愛顧を得ていた狩野光賴（後の山楽）は大坂落城後は逃亡する事となっ
たが、後に許され京都に留まり、山楽・山雪・永納と続く画系を形成し、幕末に活躍する永岳を出し
た。これが京狩野である。京狩野家は山楽・山雪・永納の三代にわたり、幾多の傑作を京都に残して
いるが、その後の画業はあまり研究されていない。本論文によって盛衰を経て、幕末に出た永岳が安
政度の再建御所の障壁画制作において目覚ましい活躍を見せたことがわかる。この京狩野の家系継承
と作品の評価検討と永岳の活躍を通して、京狩野歴代の営為を通覧しているのが本論文である。 
 本論文の構成は本文６章と京狩野資料からなる。第一章「始祖山楽と二代山雪」、、第二章「永字を
冠した永納そして永敬」、第三章「繋ぎの営為 永伯 永良 永常 永俊」、第四章「棹尾を飾る永岳
の画業」、第五章「禁裏の障壁画制作」、第六章「京狩野家資料について」の 6 章である。第一～三章
は家系と画系の継承や支持者を通して京狩野歴代の営為を述べている。ここでは、これまで充分にき
わめられていなかった山楽が徳川方から許された件について、宮家九条幸家から徳川秀忠へ働き掛け
があったことを「京狩野家資料」をもとに、浅井長政の縁戚関係から導き出し、又、後に投獄された
山雪も九条家の尽力によって出獄していたことなど、従来不明だった事蹟を明らかにしている。さら
に京狩野三代永納から九代目永岳までの画系継承の事情を各代に亘って詳述しているのも、これまで
看過されてきたところであり注目に値する。なかでも、山雪の遺稿をもとに永納が刊行した我が国最
初の本格的な画史である『本朝画史』は、狩野元信に続く本流が永徳から山楽・山雪そして永納に至
ることを江戸狩野に対して、自負したものとする点も評価できよう。京狩野は東福門院の女御御所か
ら歴代東本願寺や西本願寺大阪御堂などの障壁画制作に従事している。そこにも支援者としての九条
家の存在があったことを力説し浮き彫りにしている。第四章～五章では、安政度の禁裏の障壁画制作
における永岳の活躍ぶりを追い、慶長から宝永度までの禁裏造営の障壁画制作が江戸狩野が中心であ
ったのに対し、寛政度に至ると京都画壇の面々96 名が担っていることを明らかにして、その中でも永
岳が 112 面もの多くの作品制作を担当したことを詳説している。特に五章では、その安政度の 1800
面にも及ぶ禁裏障壁画における制作時間を史料から割り出し、永岳が多くの画題を数か月で完成させ
たこととその画料についての詳しい考察がなされている。画料は画題と面積で規定され、絵師の位階
と家柄によって割増画料が加算されるとし、永岳の画料が銀 187.5 匁と計算し、永岳が東海庵に納め
た金碧画屏風の画料 150 両（11 貫 250 匁）と比較し、その 3割にすぎないことを明らかにし、安政度
造営の障壁画制作者が公募された理由として、財政難から御所の仕事を名誉と考える画家のご奉仕の
意味合いを利用したのだろうと推測している。又、永岳自身に関わる問題点の一つとして、永岳の年
齢加算の問題を取り上げている。64 歳の翌年（嘉永６）の作品に 67 歳と款記している問題である。
川上不白や伊藤若冲の例のように還暦後に迎える改元毎の加算となっていないのである。そこで論者
は、富士図百幅制作の年に九条尚忠の江戸行に永岳は同行しており、その往復路に富士を眺め得た感
激を記念して加算したのではなかろうかと一説を出している。 
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その他永岳はじめ歴代京狩野における画様の造形の継承問題も個々作品を通じての考察がなされて
いる。そして永岳が禁裏画壁制作において短期のうちに多くを完成することが出来たのは流派の画様
が備わっていたからであろうとするのも首肯できよう。 
 本論文におて京狩野の全体像が浮彫りになり、永岳作品の理解が深まり、その問題点のいくつかが
解明されるとともに、京狩野歴代の京都画壇における位置や狩野一派としての意義が明白にされてい
る。又、本論文は京狩野に関するこれまでの研究をあますところないほどに目をくばり検討し、取る
べきところは吸収している。そして京狩野に関する問題点をよく整理し、各問題点に新知見を加えて
論述している。 
 本論文には、更に新資料を含む京狩野家資料を付している。そしてその内容紹介と新知見の提示な
ども加えている。京狩野家の変遷と画事を総体的に捉え、かつ特に永岳の画績に注目していくつかの
問題を明らかにしている本論文は今後の京狩野派研究の基本文献となるに充分な内容を備えている。
審査委員会では、以上のような評価に鑑みて、本論文が博士（文学）の学位に値するものと結論した。
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